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令和 6 年度 事業報告 
 

自 令和 6 年 4 月 01 日 
至 令和 7 年 3 月 31 日 

1. 登録啓発活動 
(1) ポスターの掲示・印刷物の配備等 

① 大阪府内の保健所、医療機関及び門真・光明池各運転免許試験場等に、パンフレッ
ト・ポスター等の印刷物を配布した。 

② 大阪府及び大阪市の協力を得て、公共施設へ啓発ポスターの掲示を依頼した。 
③ 平成 27 年発刊「手記集･光」をライオンズクラブ・遺族・移植患者等に配布した。 
④ 吹田市の協力を得て、所管の公民館に啓発パンフレットを配備した。 
⑤ ラジオ大阪のチャリティ番組に電話出演し、インタビューを通してアイバンク活動等

の啓発を行った。 
⑥ 「情報誌ルミエール」第 61 号を発刊した。 

発行月日：令和６年９月１日 / 発行部数： 7,000 部 
配 布 先：献眼者遺族、眼球提供登録者、財政支援者、関係行政機関、関連病院、 

保健所、ライオンズクラブ、視力回復者及び全国アイバンク等。 
ルミエールの印刷及び発送に要する費用は、大阪府共同募金会から視覚障害者に対 
する支援事業として交付されている助成金を充当している。（昭和 41 年から） 

(2) 協力団体の支援により啓発活動に参加した活動 
① ライオンズクラブ 

7 月 28 日 茨木ローズライオンズクラブの協力により献血アクティビティと同時に
イオン茨木前で登録の啓発を行った。 

10 月 22 日 大阪北ライオンズクラブの協力により献血アクティビティと同時に  
プラザオオサカホテル前で登録の啓発を行った。 

10 月 26 日 八尾菊花ライオンズクラブの協力により献血アクティビティと同時に 
近鉄八尾駅前で登録の啓発を行った。 

1 月 13 日 茨木ローズライオンズクラブの協力により献血アクティビティと同時に
イオン茨木前で登録の啓発を行った。 

1 月 29 日 東大阪東ライオンズクラブの協力により献血アクティビティと同時に 
近鉄瓢箪山駅前で登録の啓発を行った。 

② 一般社団法人大阪府眼科医会 
10 月 13 日 
10 月 14 日 

(一社)大阪府眼科医会主催の「目のすべて展」が大阪梅田ブリーゼで
開催され、協賛するとともにミニ講演を行い、啓発ブースを出展 

③ 大阪府臓器移植推進月間事業(大阪府臓器移植推進月間キャンペーン) 
10 月 20 日 堺まつり（堺市役所前） 
10 月 26 日 すみよし区民まつり（沢之町運動場） 

大阪府・大阪市・堺市・大阪腎臓バンク、その他関係団体と合同啓発を行った。 
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④ 大阪府赤十字血液センター 
大阪府赤十字血液センターの協力により献血時の登録啓発活動を JR 京橋駅前(大阪市
都島区)で行った。(３回実施) 

(3) 眼球提供登録数 
・本年度登録者数：75 名(男性 35 名/女性 40 名) 開設以来の登録累計 66,398 名 
・登録者に登録カードの発行を行った。 

2. 眼球の摘出、検査、保存及びあっせんに関する事業 
① 眼球提供数及びあっせん状況 

・本年度献眼者数：32 名(男性 18 名/女性 14 名) 累計 3,193 名 
・あ っ せ ん 数：角膜   44 眼 / 強膜  58 個(緑内障用インプラント 57 個含む) 
・あっせん累計：角膜 5,615 眼 / 強膜 757 個 

② 献眼情報の収集から摘出の手配を職員による 24 時間体制で行った。 
③ 献眼のあった病院に対し移植手術の報告を行ない、今後の献眼推進に努めた。 
④ 大阪アイバンクの医学基準により安全性を遵守した検査・保存・あっせんを行った。 
⑤ 遺族に対し、厚生労働大臣の感謝状を贈呈し、移植の報告を行った。 
⑥ 眼球摘出を行う医師に、採血及び眼球摘出に対応するための説明会を開催した。 

3. 角膜移植に関する知識の普及 
① 第 55 回特志開眼協力者追悼法要(10 月 31 日)を、総本山四天王寺本坊において執行。

創設以来、令和６年 8 月 31 日までの献眼者を祭祀した。昨年度より規模を若干拡大し
て開催。平成 31 年度以降にご献眼された方のご遺族及び関係諸団体等、約 70 名の参
拝があった。 

② 年間を通じて提供病院への移植手術の報告と、献眼推進に向けた病院用マニュアルの
配布を行った。 

③ ライオンズクラブ等での講演 
5 月 07 日 大阪梅田ライオンズクラブの例会にて講演を行った。 

12 月 05 日 茨木ローズライオンズクラブの例会にて講演を行った。 
 1 月 23 日 箕面ライオンズクラブの例会にて講演を行った。 
 3 月 26 日 豊中ライオンズクラブの例会にて講演を行った。 

4. 補助金・寄付金等 
① 大阪府共同募金会より「情報誌ルミエール」の発刊に関する事業について、助成金

494,000 円を受けた。 
② アイバンク理事による新規の賛助会員・寄付者の募集を行った。 
③ 情報誌ルミエール及びホームページにて賛助会費及び寄付等の協力依頼を行った。 
④ コカ・コーラボトラーズジャパン㈱及び㈱伊藤園の協力により、地域支援型自動販売

機の設置を進めており、現在、コカ・コーラボトラーズジャパン㈱5 機、㈱伊藤園 3
機、計 8 機を設置し、この売上金の一部を寄付として受けた。 
（本取り組みは、平成 21 年 10 月より実施） 
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5. 会議の開催等 
(1) 理事会 

① 第 37 回理事会（令和 6 年 6 月 3 日） 
令和５年度事業報告、決算報告、役員の選任、会長・理事長・常任理事の職務報告
及び定時評議員会の開催について、それぞれ承認を得た。 

② 第 38 回理事会（令和 7 年 3 月 6 日） 
令和 7 年度事業計画、収支予算、会長・理事長・常任理事の職務報告、定時評議員
会の開催及び資金調達・設備投資の見込みについて、それぞれ承認を得た。 

(2) 評議員会 
① 第 28 回評議員会（令和 6 年 6 月 20 日） 

令和５年度事業報告、計算書類の承認及び役員の選任について、それぞれ承認を得
た。 

② 第 29 回評議員会（令和 7 年 3 月 27 日） 
令和７年度事業計画、収支予算及び資金調達・設備投資の見込みについて、それぞ
れ承認を得た。 

(3) 研究助成選考委員 
アイバンク事業運営が財政的に厳しいことから、令和６年度は研究助成事業を休止し
た。なお、前年度(令和５年度)の研究結果を研究業績集にまとめて発刊した。 

(4) 大阪アイバンク医学基準検討会 
令和 6 年 8 月 7 日に HBc 抗体陽性の角膜の取り扱いについての方針と、その他事項
について適宜見直しを行った。 

(5) 庶務事項 
5 月 30 日 アイバンク監事の監査を実施 
6 月 28 日 令和 6 年度事業報告及び収支決算に係る定期提出書類を行政庁に

提出した。（大阪府総務部法務課） 
7 月 25 日 大阪府総務部法務課による監査が実施された 
1 月 24 日 (公財)日本アイバンク協会主催、全国アイバンク連絡協議会に出席 
3 月 30 日 令和 7 年度事業計画及び収支予算に係る定期提出書類を行政庁に

提出した。（大阪府総務部法務課） 
 


